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　保育所さくら組のみんなも、あと１ヶ月もすると小学校１年生。４月から
の小学校生活にワクワク、ドキドキしながら保育所での１日１日を大事に過
ごしています。
　今年小学校に入学する子どもたちは 86名。入学式まであと少しですね。

もうすぐ１年生
入学式は４月６日（月）

中
島
小
学
校
に

　
入
学
す
る
み
ん
な

川
北
小
学
校
に

　
入
学
す
る
み
ん
な

橘
小
学
校
に

　
入
学
す
る
み
ん
な

　

体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
、
元
気

一
杯
の
子
ど
も
達
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
雪

あ
そ
び
な
ど
、
毎
日
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
と
思
っ
て
い
た
小
学
校
入
学

も
あ
と
少
し
。「
ラ
ン
ド
セ
ル
○
色
に
し

た
よ
！
」
と
目
を
輝
か
せ
、
嬉
し
そ
う
に

し
て
い
ま
す
。
お
家
で
入
学
準
備
を
し
、

一
年
生
に
な
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
20
人
み
ん
な
仲
良
く
助

け
合
っ
て
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
っ
て

下
さ
い
ね
。

　

毎
日
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
さ
く
ら
組
さ
ん
。

　

身
体
を
動
か
す
事
が
大
好
き
で
、
サ
ッ

カ
ー
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
な
わ
と
び
な
ど

お
友
達
と
好
き
な
あ
そ
び
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
よ
。

　
「
机
届
い
た
〜
」「
ラ
ン
ド
セ
ル
買
っ
た

よ
〜
」
と
毎
日
お
友
達
と
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

あ
と
一
ヶ
月
で
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
!!

お
友
達
と
仲
良
く
助
け
合
い
な
が
ら
い
ろ

ん
な
事
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
下

さ
い
ね
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
、
身

体
を
動
か
す
遊
び
が
大
好
き
で
毎
日
元
気

い
っ
ぱ
い
の
さ
く
ら
組
24
名
で
す
。

　
「
ラ
ン
ド
セ
ル
届
い
た
よ
！
」
と
、
小

学
校
へ
行
く
日
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
子
ど
も
達
。

　

こ
れ
か
ら
も
友
だ
ち
と
仲
良
く
、
思
い

や
り
や
優
し
さ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
素

敵
な
一
年
生
に
な
っ
て
ね
。
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２
月
12
日
、
川
北
町
立
志
式
が
町
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
中
学
２

年
生
83
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
い

励
ま
し
や
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
、
生

徒
を
代
表
し
て
原
田
愛
永
さ
ん（
草
深
）が

「
こ
れ
ま
で
育
て
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
日
の
決
意

を
胸
に
、
明
日
へ
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
記
念
行
事
と
し
て
、「
世
界

を
知
ろ
う
〜
相
互
理
解
と
文
化
交
流
〜
」

と
題
し
、
６
人
の
国
際
交
流
員
と
グ
ル
ー

プ
交
流
を
行
い
、
お
互
い
の
文
化
や
習
慣
、

遊
び
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
月
12
日
に
、
全
国
植
樹
祭
シ
ン
ボ
ル

木
製
地
球
儀
巡
回
展
示
引
継
式
が
行
わ

れ
、
石
川
県
植
樹
祭
推
進
室
長
山
王
竹
夫

氏
よ
り
前
町
長
に
、
木
製
地
球
儀
が
引
継

ぎ
さ
れ
ま
し
た
。
川
北
町
に
は
２
月
20
日

ま
で
展
示
さ
れ
、
次
の
市
町
に
引
継
が
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
地
球
儀
は
、
21
世
紀
最
初
の
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
た
山
梨
県
か
ら
、
新
た
な

歴
史
を
築
い
て
い
く
象
徴
と
し
て
、
代
々

開
催
県
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
儀
の
素
材
は
地
球
が
ヒ
ノ

キ
、
葉
は
ナ
ラ
、
基
台
は
ケ
ヤ
キ
で
作
ら
れ

て
お
り
、
重
さ
は
14
・
７
㎏
に
な
り
ま
す
。

　

１
月
25
日
に
、
文
化
財
を
火
災
や
地
震

な
ど
か
ら
守
る
た
め
、
上
先
出
地
区
で
火

災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
神
社
よ
り
出
火
し
た
と
の
想
定

で
訓
練
が
行
わ
れ
、
町
消
防
団
員
、
上
先

出
自
衛
消
防
隊
員
、
川
北
分
署
職
員
が
出

動
し
防
火
水
槽
の
位
置
確
認
や
、
動
作
を

一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
な
が
ら
消
火
訓
練
を

行
い
、
万
が
一
に
備
え
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
に
町
内
の
３
つ
の
保
育
所
で

節
分
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
川
北
保

育
所
で
は
、
小
さ
い
子
た
ち
は
豆
の
代
わ

り
に
丸
め
た
新
聞
紙
、
大
き
い
子
た
ち
は

ほ
ん
と
う
の
豆
を
元
気
い
っ
ぱ
い
鬼
め
が

け
て
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　

突
然
登
場
し
た
鬼
に
驚
き
泣
き
出
す
子

も
い
ま
し
た
が
、
先
生
の
後
ろ
に
隠
れ
な

が
ら
も
一
生
懸
命
、
鬼
退
治
を
し
て
い
る

子
も
い
ま
し
た
。
最
後
は
み
ん
な
で
、
落

ち
て
い
る
豆
を
拾
っ
て
き
れ
い
に
片
付
け

ま
し
た
。

川
北
町
立
志
式

木
製
地
球
儀
引
継
ぎ
式

文
化
財
を
守
る
た
め
の

訓
練

元
気
い
っ
ぱ
い

お
に
退
治
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■
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
12
／
21　

金
沢
市
）

☆
Ｕ
ー
11
（
小
学
校
５
年
生
の
部
）

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

４
ー
０　

デ
ィ
ス
フ
ル
ー
ト
Ｃ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

０
ー
０　

北
陽
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｋ
２
ー
０
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

１
ー
０　

北
陽
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

０
ー
１　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
湖
北
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

２
ー
１　

デ
ィ
ス
フ
ル
ー
ト
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
優　

勝
）

■
川
北
中
学
校
校
内
書
初
め
大
会
「
金
賞
」

　
（
１
／
８　

川
北
中
学
校
）

☆
１
年
生
『
鮎
の
故
郷
』

　

奥
山
実
果
子　
　

亀
田　

早
彩　
　

北
野　

水
晶

　

立
見　

一
晟　
　

中
村　

果
穂　
　

早
瀬　

蒼
良

　

前
川　

亮
太　
　

奥
村
孝
太
郎　
　

武
田　

瑞
生

　

寺
岡　

佑
華　
　

西
川
亜
利
沙　
　

西
出　

彩
華

　

東　
　

勇
斗　
　

本
多　
　

航　
　

亀
田　

卓
都

　

川
上　

祐
佳　
　

助
田　

龍
弥　
　

利
倉　

茉
琳

　

野
口　

航
希　
　

干
場　

広
貴　
　

森　
　

真
琴

☆
２
年
生
『
白
山
遠
望
』

　

伊
藤　

梨
彩　
　

岩
山　

南
美　
　

大
西　

桂
都

　

供
田　

崇
弘　
　

山
田　

佳
穂　
　

新
井　

彩
由

　

小
西　

悠
平　
　

清
水　

鈴
音　
　

髙
本　

聖
良

　

吉
岡　

克
浩　
　

加
登
彩
矢
佳　
　

澤
田　

空
良

　

出
口
可
奈
子　
　

中
島　

瑠
莉　
　

林　
　

未
来

☆
３
年
生
『
亢
龍
太
鼓
』

　

出
口　

夏
子　
　

土
居　

千
莉　
　

徳
山　

瑠
実

　

中
村　

実
里　
　

本
田　

好
乃　
　

本
野　

夏
希

　

山
本　

風
香　
　

山
谷　

晃
平　
　

鵜
島　

那
映

　

白
浜　

夏
紀　
　

竹
内　

亜
羅　
　

出
口　

翠
菜

　

中
林　

楓
鈴　
　

平
山
明
香
莉　
　

福
田　

壮
吾

　

堀
田　

七
海

■
北
國
杯
争
奪
ス
キ
ー
大
会

　
（
１
／
12　

白
山
市
）

☆
小
学
５
・
６
年
生
男
子

　

第
２
位　

森　
　

修
矢
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

☆
中
学
女
子

　

第
６
位　

森　
　

遥
香
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

■
ウ
ィ
ル
ソ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

北
信
越
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア

　
（
１
／
12　

小
松
市
）

☆
Ｕ
ー
16
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

優　

勝　

岩
山　

南
美
（
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　

６
ー
２　

田
中
（
小
松
ジ
ュ
ニ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　

６
ー
２　

北
川
（
星
稜
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　

６
ー
３　

関
野
（
石
川
ジ
ュ
ニ
ア
）

■
中
村
わ
か
ば
と
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
（
１
／
12　

金
沢
市
）

☆
Ｕ
ー
11
（
小
学
校
５
年
生
の
部
）

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

４
ー
０　

フ
ェ
リ
ー
ス

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

６
ー
０　

福
光
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

２
ー
０　

高
松
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

０
ー
０　

中
田
Ｊ
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｋ
１
ー
０
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

５
ー
０　

高
松
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
優　

勝
）

■
石
川
県
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
Ｕ
ー
12

　
（
１
／
17
・
18　

金
沢
市
）

☆
Ｕ
ー
12
（
小
学
校
６
年
生
の
部
）

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

１
ー
０　

中
条
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

３
ー
０　

菊
川
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

４
ー
０　
中
村
わ
か
ば
と
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

２
ー
１　

白
山
Ｆ
Ｃ
ボ
ー
イ
ズ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

２
ー
１　

三
和
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

１
ー
１　

エ
ス
ペ
リ
オ
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｋ
２
ー
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
８
）

■
ビ
ー
ク
ス
白
山
カ
ッ
プ
石
川
県
ユ
ー
ス
（
Ｕ
ー
14
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
（
１
／
24　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス　

１
ー
２　

大
徳
中
学
校
（
金
沢
市
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

０
ー
２　

北
辰
中
学
校
（
白
山
市
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

１
ー
５　

鳴
和
中
学
校
（
金
沢
市
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

１
ー
４　
金
沢
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
Ｂ（
金
沢
市
）

■
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
（
１
／
24
・
25　

羽
咋
市
）

☆
Ｕ
ー
11
（
小
学
校
５
年
生
の
部
）

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

５
ー
１　

小
杉
南

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

９
ー
２　

中
条
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

４
ー
２　

高
松
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

３
ー
１　

大
門
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

５
ー
２　

テ
イ
ヘ
ン
ズ
Ｂ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

３
ー
３　

和
気
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｋ
３
ー
４
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

３
ー
１　

仲
良
し
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
位
）

■
勧
進
帳
杯
小
学
生
バ
レ
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　
（
１
／
24
・
25　

小
松
市
）

☆
予
選
リ
ー
グ
（
１
日
目
）

　

川　

北　

２
ー
１　

フ
ァ
イ
ト

　
　

〃　
　

２
ー
０　

岡
本
（
福
井
）

　
　

〃　
　

２
ー
１　

中
海
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順
位
決
定
戦

　

川　

北　

２
ー
０　

伏
見
台

　
　
　
　
（
予
選
１
位
）

☆
予
選
リ
ー
グ
（
２
日
目
）

　

川　

北　

０
ー
２　

今
江

　
　

〃　
　

０
ー
２　

Ｋ
Ｖ
Ｓ
Ｓ
（
福
井
）

　
　

〃　
　

０
ー
２　

能
美

　
　
　
　
（
予
選
４
位
）

☆
３
・
４
位
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

川　

北　

１
ー
２　

河
和
田
（
福
井
）

■
小
松
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

　
（
１
／
25　

小
松
市
）

☆
小
学
女
子
４
年
生
以
下

　

優　

勝　

髙
野　

彩
羽
（
橘
）

　

第
２
位　

髙
野　

美
羽
（
橘
）

☆
小
学
男
子
５
・
６
年
生

　

第
３
位　

森　
　

修
矢
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

■
町
新
春
囲
碁
大
会
（
１
／
31　

百
寿
会
館
）

　

優　

勝　

西
田　

育
夫
（
上
先
出
）

　

第
２
位　

茂
藤　

健
治
（
下
先
出
）

　

第
３
位　

小
田　

佳
則
（
能
美
市
）

■
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
全
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
石
川
県
大
会

　
（
１
／
31
・
２
／
１　

金
沢
市
）

☆
Ｕ
ー
11
（
小
学
校
５
年
生
の
部
）

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

０
ー
０　

菊
川
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

２
ー
０　

リ
オ
加
賀
Ａ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

０
ー
０　

内
灘
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

１
ー
４　

津
幡
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

０
ー
０　

仲
良
し
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
16
）

■
小
松
青
雲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
（
２
／
８　

小
松
市
）

☆
Ｕ
ー
11
（
小
学
校
５
年
生
の
部
）

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

０
ー
０　

湯
野
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
Ａ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

３
ー
０　

小
松
南
部
Ｆ
Ｃ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

３
ー
１　
小
松
北
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
・
レ
ッ
ド

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

１
ー
２　
符
津
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ベ
ス
ト
８
）

☆
Ｕ
ー
12
（
小
学
校
６
年
生
の
部
）

　

川
北
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア　

１
ー
１　

小
松
北
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

３
ー
０　

符
津
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
サ
ッ
カ
ー
部

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

４
ー
１　
コ
リ
ナ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

２
ー
２　

Ｆ
Ｃ
ア
レ
グ
リ
ア
小
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｋ
５
ー
４
）

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　

０
ー
０　

第
一
翼
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｋ
１
ー
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
位
）

■
石
川
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会
（
２
／
８　

白
山
市
）

☆
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
小
学
生
男
子

　

第
１
位　

森　
　

修
矢
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

■
会
員
親
睦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
２
／
９　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
川
北
）

　

優　

勝　

犀
川
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
作
田
梅
子
、
中
田　

宏
、
宮
田
宰
司
、

三
島
三
朗
）

　

第
２
位　

富
士
山
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
橋
場
永
朔
、
寅
若
市
雄
、
日
向
久
尚
、

吉
田
政
敏
）

　

第
３
位　

さ
く
ら
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
南　

武
子
、
中
田
紀
美
、
西
田
時
雄
、

吉
野
健
一
）

　

第
３
位　

立
山
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
元
谷
重
朗
、
宮
島
六
郎
、
北
田
昭
一
、

加
藤
忠
良
）

■
小
松
市
水
墨
画
協
会
展

　

北
國
賞　

小
島　

典
子
（
三
反
田
）

　

奨
励
賞　

吉
岡
美
津
子
（
中
島
）

　

入　

選　

高
鍬　

風
岳
（
中
島
）

　
　

〃　
　

北
本　

節
子
（
壱
ツ
屋
）

　
　

〃　
　

番
匠　

風
遊
（
朝
日
）

　
　

〃　
　

番
匠　

茂
代
（
朝
日
）

■
石
川
県
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　
（
２
／
14
・
15　

白
山
市
）

　

総
合
順
位　

川
北
町　

12
位

☆
ア
ル
ペ
ン
競
技
ス
ー
パ
ー
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

男
子
Ｃ
（
35
才
以
上
）

　

第
７
位　

森　
　

光
司
（
け
や
き
タ
ウ
ン
）

☆
ア
ル
ペ
ン
競
技
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　

男
子
Ｅ
（
55
歳
以
上
）

　

第
９
位　

宮
本　

敬
明
（
中
島
）

問合せ
連絡先

「
が
ん
ば
る
み
ん
な
を
応
援
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の

成
績
を
掲
載
し
、今
後
の
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

総
務
課

電
話 

（
2
7
7
）1
1
1
1

有
線 

2
0
3
1
ま
で
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“
消
防
記
念
日
”

　

皆
さ
ん
は
３
月
７
日
が
、
な
ん
の
日
か
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　

こ
の
日
は
『
消
防
記
念
日
』
と
い
う
日
で
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
23
年（
１
９
４
８
年
）３
月
７

日
に
消
防
組
織
法
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

警
察
機
構
か
ら
分
離
し
て
、
自
治
体
消
防
に
改

革
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
消
防
組
織
法
が

施
行
さ
れ
て
２
周
年
を
迎
え
た
、
昭
和
25
年

（
１
９
５
０
年
）に
、
消
防
関
係
職
員
及
び
、
住

民
の
方
々
に
「
自
ら
の
地
域
を
自
ら
の
手
で
火

災
、
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
」
こ
と
へ
の
理

解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
に
記
念
日
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

で
は
、
川
北
町
に
お
け
る
消
防
組
織
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
ら
の
手
で
地
域
を
守
る

　

戦
前
は
、
川
北
村
警
防
団
と
い
う
名
称
で
し

た
が
、
そ
の
後
消
防
組
織
法
の
公
布
に
よ
り
、
昭

和
22
年
９
月
に
川
北
村
消
防
団
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
の
町
制
施
行
に
よ
り
川
北
町
消
防

団
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

年 件数 年 件数 年 件数

平成７年 ２件 平成 14 年 ０件 平成 21 年 １件

平成８年 ０件 平成 15 年 ０件 平成 22 年 １件

平 成 ９ 年 ０件 平成 16 年 ０件 平成 23 年 ０件

平成10年 ０件 平成 17 年 ０件 平成 24 年 ０件

平成11年 ０件 平成 18 年 ０件 平成 25 年 ０件

平成12年 １件 平成 19 年 ０件 平成 26 年 ０件

平成13年 ０件 平成 20 年 ０件 合計 ５件

川北町内における過去 20年間の火災件数（建物火災で損害額があったもの）

消
防
記
念
日
っ
て
な
に
？

川
北
町
消
防
団
の
歴
史
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�

ま
た
、
能
美
連
合
大
会
の
ポ
ン
プ
車

操
法
の
訓
練
も
３
月
か
ら
６
月
ま
で

の
期
間
訓
練
し
て
い
る
ほ
か
、
活
動

発
表
会
へ
の
参
加
も
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

�

消
防
活
動
に
お
い
て
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

�

火
災
現
場
で
は
、
団
員
に
け
が
が
無
い

よ
う
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
、
声
を
掛

け
合
う
な
ど
団
員
同
士
の
連
携
を
密

に
し
、
よ
り
早
く
鎮
火
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

�

今
抱
え
る
問
題
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

Ａ　

�

若
い
人
た
ち
に
な
か
な
か
入
団
し
て
も
ら
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

近
年
は
、
町
外
で
働
く
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
達
が
住

む
地
域
を
自
分
達
の
手
で
守
る
ん
だ
と

思
っ
て
く
れ
る
若
者
に
入
団
し
て
も
ら
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
�

町
民
の
方
々
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

Ａ　

�
火
の
取
り
扱
い
な
ど
に
十
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
消
防
団
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

川
北
町
消
防
団
は
、
義
勇
消
防
団
員
27
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
消
防
団
を
統
率
す
る
葊
瀬
団
長
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

川
北
町
消
防
団
へ
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

�

も
と
も
と
地
区
の
自
衛
消
防
隊
に
８
年
ほ
ど
所
属
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

地
区
か
ら
消
防
団
へ
入
っ
て
欲
し
い
と
い
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。

Ｑ　

�

川
北
町
消
防
団
と
は
普
段
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

�

第
一
に
町
内
で
火
災
が
発
生
し
た
時

に
出
動
し
ま
す
。
そ
れ
に
近
隣
地
域

の
火
災
に
も
出
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

�

そ
の
他
、
新
年
の
消
防
出
初
式
を
は

じ
め
、
月
一
回
の
夜
回
り
や
、
文

化
財
防
火
デ
ー
と
春
・
秋
季
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
を
年
間
３
回
行
っ
て
い
ま

す
。

あれこれ
インタビュー

川北町消防団　団長
葊瀬　一義さん
（上田子島）
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能
美
広
域
事
務
組
合
に
あ
る
消
防
本
部
は
、
川
北
町
と
能
美
市
を
所
管

し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
43
年
１
月
に
、
川
北
村
消
防
団
に
消
防
常
備
部
が
設
置
さ
れ
団
員

２
名
が
常
勤
し
た
こ
と
が
最
初
で
、
以
後
、
平
成
２
年
４
月
に
能
美
郡
広

域
事
務
組
合
消
防
本
部
川
北
分
署
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
消
防
本
部
の
も
と
、
１
消
防
署
、
３
分
署
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
川
北
分
署
は
、
署
長
以
下
12
名
の
職
員
が
勤
務
し
て
い

ま
す
。

　

能
美
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
川
北
分
署
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
分
署

長
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

能
美
広
域
消
防
本
部
の
役
割
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

�

能
美
市
と
川
北
町
を
所
管
と
し
、
警
防
、
救
急
、
救
助
、
防
災
に
関

す
る
訓
練
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

川
北
分
署
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

Ａ　

�

川
北
町
を
管
轄
す
る
川
北
分
署
は
24
時
間
体
制
で
町
民
の
安
全
と
安

心
な
暮
し
を
守
る
た

め
、
火
災
予
防
や
消

火
活
動
の
警
防
活
動

は
も
と
よ
り
、
救
急

や
水
防
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ　

�

消
防
活
動
に
お
い
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

Ａ　

�

い
つ
ど
こ
で

起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
地

震
や
風
水
害
、

ま
た
火
災
や

救
急
な
ど
町

民
か
ら
の
要

請
に
応
え
る

た
め
に
、
日
々
緊
張
感
を
持
っ
て
勤
務

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

 Ｑ　

今
抱
え
る
問
題
や
課
題
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

Ａ　

�

超
高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
、
救
急
出
動
件
数
が
増
加
し
、
全
国
的
に

病
院
到
着
時
間
が
遅
延
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
、

救
急
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
住
民
の
救
急
要
請
に
迅
速

に
対
応
し
、
複
雑
多
様
化
す
る
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
救
急
活
動

の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 Ｑ　

町
民
の
方
々
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　
�

災
害
対
応
力
の
強
化
に
は
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
に
加
え
、
地
域
住

民
の
自
ら
の
備
え
に
よ
る
「
自
助
」、
地
域
住
民
同
士
が
支
え
合
う

「
共
助
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
地
域
に
よ
る
防
災
訓
練
や
自
主
防
災

会
を
通
じ
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
積
極
的
に
努
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

能美広域事務組合
消防本部

川北分署　署長
西田　　稔さん
（三反田）

能
美
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
川
北
分
署
の
歴
史
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Ｑ　消防の道へ進もうと思ったきっかけはなんですか？

中川　�私が小学生のころ、父が勤めていた会社の倉庫が全焼する火事

がありました。

　　　�このとき勇敢に火災に立ち向かう消防士の姿を見て、将来は消

防士になる夢を持ちました。

石原　�学校の先輩に消防に入った人がいて、その人の話を聞いている

うちに、自分も人や社会に役立つ仕事ができたらいいなと思う

ようになりました。

松浦　�私は人の役に立つ仕事がしたいと思っていました。テレビドラ

マなどの救急活動をみて、消防士のように人を救うことができ

ることにとても魅力を感じました。

Ｑ　消防活動で心がけていることはなんですか？

中川　�逃げ遅れた人がいる場合、一刻も早く救助することです。また、

被害を拡大させないことや、一緒に消火活動する仲間の安全も

意識しています。

石原　�常に住民や助けを求める人たちの立場になって物事を考えて行

動するように心がけています。

松浦　�救急活動では患者の状態に応じて処置できる医療機関への搬送

を常に考えて活動しています。また、本人や家族の立場に立っ

て救急サービスを提供できるように心がけています。

Ｑ　通報などのとき注意して欲しいことはなんですか？

中川　�まず、落ち着くことが肝心です。通報は専属の通信員が消防本

部で電話をとり、内容を聴取しています。

　　　�その間に消防車や救急車は現場に向かっており、電話の内容は

無線で送られるので、焦らず落ち着いて通報してください。

石原　�119 番は緊急通報なので、かける際は慌てると思いますが、ま

ずは落ち着いて行く先、世帯主名をしっかりと伝えてから内容

を話してほしいと思います。

松浦　�通報する際には川北分署へ通報するのではなく、携帯電話など

を使用した 119番通報をお願いします。その方が最速かつ効率

的に救急サービスを提供できるからです。

消防士長
中川　和也さん
（能美市）

消防士長
石原　秀紀さん
（能美市）

救急救命士・消防士長
松浦　　勝さん
（能美市）

　川北分署の第一線で働く人たちの
� “ きっかけ ”はさまざま　
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Ｑ　

�

自
衛
消
防
隊
に
期
待
す
る
こ
と
は
な

ん
で
す
か
？

Ａ　

�

地
域
住
民
の
人
命
や
財
産
を
火
災
な

ど
か
ら
守
る
為
、
消
防
ポ
ン
プ
機
材

や
消
火
栓
な
ど
消
防
設
備
の
定
期
的

な
点
検
や
、
日
頃
か
ら
の
操
作
方
法

の
訓
練
に
よ
る
活
動
要
領
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ　

�

自
ら
の
手
で
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

Ａ　

�

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
各
家
庭
に
お
い
て
、
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
ど
う
対
処
す
る
の

か
な
ど
取
り
決
め
、
お
互
い
に
確

認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域
に
お
い

て
自
主
防
災
組
織
を
設
け
、
災
害

発
生
時
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を

繰
り
返
し
実
施
し
、
防
災
組
織
の

自
覚
や
、
役
割
の
周
知
、
防
災
知

識
の
習
得
な
ど
を
図
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
資
機
材
な
ど
の
準
備

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
災
害
に
対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
く
、
各
地
区
で
も
自
衛
消
防
隊

や
、
自
主
防
災
組
織
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
も
身
近
な
存
在
の
家
族
が

所
属
す
る
、
自
衛
消
防
隊
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か

区
長
会
会
長
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

自
衛
消
防
隊
の
役
割
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

Ａ　

�

地
域
住
民
の
自
主
防
災
組
織
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
火
災
や
地
震

そ
の
他
の
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
人
的
及
び
物
的
な
被
害
を
最
小

限
に
く
い
と
め
る
た
め
の
初
期
消
火
、
通
報
連
絡
や
避
難
誘
導
な
ど

地
域
に
即
し
た
活
動
が
主
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

�

地
域
で
火
災
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
少
年
期
か
ら
防

火
・
防
災
に
つ
い
て
の
知
識
な
ど
を
身
近
な
生
活
の
中
に
見
い
だ
す

と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル（
火
の
用
心
）や
、
防
火
・

防
災
講
習
会
へ
の
参
加
、
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
意
識
の

向
上
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あれこれ
インタビュー

区長会会長
江戸　正則さん
（草深）
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　最近は避難訓練や防災訓練などさまざまな訓練の中で、消火器を使った体験をすることが多

いと思います。しかし、「簡単やわ！」と思って体験しなかったり、真剣に取り組まなかったと

いう人もいるのではないですか？

　いざという時に慌てないために、再度確認しておきましょう。

消火器を使う前に！　　『まずは、あわてずひと呼吸』

消火器の注意点
● 消火器はあくまで「初期消火道具」です。火柱が大きい時は無理せず避難してから「119番」

通報してください。
● 一般に使われるＡＢＣ粉末消火器は、冷却効果がないため一度火が消えても時間が経つと再

燃する恐れがあります。最後に水などをかけて十分に冷やしてく

ださい。
●消火器には使用期限があります。再度確認し、期限が過ぎた消火器

は交換しておきましょう。
●古くなった消火器は、使用すると大変危険です。

（本体のへこみや腐食、キャップの破損、圧力の低下、ホースの脱落など）

　

川
北
町
に
は
、
火
災
や
事
故
な
ど
か
ら
皆
さ

ん
を
守
る
た
め
た
く
さ
ん
の
方
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
万
が
一
の
時
に
、
被
害
を
最

小
限
で
抑
え
る
た
め
、
日
々
訓
練
し
て
い
る
の

が
消
防
に
た
ず
さ
わ
る
人
達
で
す
。

　

近
年
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
家
庭
が
多
く
、

日
中
は
家
に
居
る
人
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
消
防
団
員
が
全
国
的
に
も
減
少
し
て

お
り
、
地
域
の
防
災
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
達
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
自
ら

の
手
で
守
ろ
う
と
い
う
人
が
少
し
で
も
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
自
分
達
で
も
で
き
る
こ
と
を
見

つ
け
実
行
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

行
政
、
消
防
、
町
民
と
の
共
助
の
関
係
が
成
り

立
ち
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
の
で

す
。�

（
参
考
資
料　

川
北
町
史
）

春
季
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
の
開
催

　

能
美
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
、
川
北
町
、

能
美
市
消
防
団
な
ど
が
参
加
す
る
春
季
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
付　

３
月
21
日（
土
）

●
時
間　

午
前
８
時
か
ら

●
場
所　

川
北
町
立
川
北
小
学
校
周
辺

　

川
北
町
の
安
全
を
守
る
た
め
に
行
わ
れ
る
訓

練
で
す
。
ぜ
ひ
消
防
士
た
ち
の
訓
練
の
様
子
を

見
学
し
て
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

使
い
方

安全栓を抜く

手順１

ノズルを火元へ向ける

手順２

レバーを強くにぎる

手順３

“ 消火器 ”正しく使えますか？
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幹
線
水
路
の
修
繕
工
事
の
た
め
次
の

期
間
、
七
ヶ
用
水
の
す
べ
て
の
区
間
に

お
い
て
農
業
用
水
が
停
水
に
な
り
ま
す
。

▽
期
間

　

３
月
13
日
（
金
）
午
前
８
時
よ
り

　

３
月
19
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

　
（
７
日
間
の
停
水
で
す
）

※�

今
年
秋
の
停
水
は
例
年
と
は
異
な
り

10
月
下
旬
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

　

手
取
川
七
ヶ
用
水
土
地
改
良
区

　

☎
０
７
６
（
２
７
６
）
１
１
６
６

転
落
事
故
防
止
の
お
願
い

　

用
水
路
に
転
落
す
る
と
大
変
危
険
で

す
の
で
近
づ
か
な
い
で
下
さ
い
。
特
に

小
さ
な
子
ど
も
を
用
水
路
の
付
近
で
遊

ば
せ
な
い
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
で
は
、
自
動
車
事
故
被

害
者
の
ご
家
庭
に
対
す
る
援
護
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
な
ど
で
お
困
り
の
時
、
相
談
先

を
紹
介
す
る
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交
通
事
故

被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

☎
０
５
７
０
ー
０
０
０
７
３
８

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☆�

交
通
遺
児
な
ど
へ
の
育
成
資
金
（
無

利
子
）
貸
付

・�

自
動
車
事
故
で
保
護
者
が
亡
く
な
っ

た
り
、
重
度
の
後
遺
障
が
い
者
に

な
っ
た
場
合
で
、
か
つ
生
活
こ
ん

き
ゅ
う
の
ご
家
庭
を
対
象
に
、
国
の

資
金
を
無
利
子
で
貸
付
け
し
ま
す
。

▽�

貸
付
対
象　

０
才
〜
中
学
卒
業
ま
で

　

町
内
各
小
中
学
校
の
卒
業
式
が
次
の

と
お
り
挙
行
さ
れ
ま
す
。
健
や
か
に
成

長
し
た
子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
姿
を
ぜ
ひ

ご
覧
下
さ
い
。

川
北
中
学
校
卒
業
式

▽
日
時　

３
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▽
場
所　

川
北
中
学
校
講
堂

▽
卒
業
生　

77
名

３
小
学
校
卒
業
式

▽
日
時　

３
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▽
場
所　

各
小
学
校
講
堂

▽
卒
業
生　

中
島
小　

22
名

　
　
　
　
　

川
北
小　

42
名

　
　
　
　
　

橘
小　
　

43
名

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産

に
か
か
る
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

各
自
の
固
定
資
産
の
状
況
を
こ
の
機

会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
～
６
月
１
日
（
月
）

　
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
場
所　

税
務
課

今月の納税
水道使用料　　第４期
（12月～２月）
下水道使用料　第４期
（12月～２月）
国民健康保険税
（普通徴収）　第６期
介護保険料
（普通徴収）　第９期
後期高齢者医療保険料
（普通徴収）　第12期

役場へのお問合せは…
 ☎   ２７７－１１１１㈹
FAX  ２７７－２５８４
◇有　線
総　務　課…２０３１
　　　　　…２０２１
税　務　課…２０５２
住　民　課…２０７１
福　祉　課…２３００
産業経済課…２０６１
土　木　課…２０４１
出　納　室…２０５１
教育委員会…２１１１
議会事務局…２０８１

催　

し

農
業
用
水
の
停
水
の

お
知
ら
せ

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

小
中
学
校
卒
業
式

お
知
ら
せ

自
動
車
事
故
被
害
者

支
援
制
度 ご

案
内
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ボ
ッ
チ
ャ
（
オ
ー
プ
ン
種
目
）

▽�

申
込
先　

役
場
福
祉
課
、
特
別
支
援

学
校
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

な
ど

▽
締
切
り　

３
月
20
日
（
金
）

▽
募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
～
５
月
11
日
（
月
）

▽
募
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

・
青
年
海
外
協
力
隊

　
　
（
20
歳
～
39
歳
対
象
）

　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
（
40
歳
～
69
歳
対
象
）

の
お
子
様

☆�

重
度
後
遺
障
が
い
者
へ
の
介
護
料
の

支
給

・�
自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
、せ
き
ず
い
、

胸
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺

障
が
い
の
た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時

の
介
護
を
必
要
と
な
っ
た
方
に
対
す

る
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先

　

�

独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故
対
策

機
構
石
川
支
所
（
金
沢
市
広
岡
３
ー

１
ー
１
金
沢
パ
ー
ク
ビ
ル
６
階
）

　

☎
０
７
６
（
２
２
２
）
０
０
６
３

　

石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
開
催
日　

５
月
31
日
（
日
）

▽�

会
場　

西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技

場
、
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か

▽�

対
象
者　

県
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
の
障
害
（
身
体
・
知
的
・
精

神
）
の
あ
る
方

▽�

実
施
競
技　

陸
上
、水
泳
、ア
ー
チ
ェ

リ
ー
、
卓
球
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
、ボ
ウ
リ
ン
グ
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

募　

集

石
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場
者
募
集

▽
体
験
談
＆
説
明
会

○
３
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

　

石
川
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

○
４
月
９
日
（
木
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
会
議
室

○
４
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

　

白
山
市
松
任
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▽�

職
種　

農
林
水
産
、加
工
、保
健
衛
生
、

社
会
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
種

▽
予
約
・
参
加
費　

不
要

▽
問
合
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当

　

☎
０
７
６
（
２
３
３
）
５
９
３
１

　

�h
ttp
://w

w
w
.jic
a
.g
o
.jp
/

h
o
kuriku/in

d
e
x.h
tm
l

※�

詳
細
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い

　

w
w
w
.jica
.g
o
.jp

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
27
年
度
春
募
集

左
記
の
と
お
り
川
北
町
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
で
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

３
月
２
日
～
３
月
６
日　

盆　
　
　

栽

３
月
２
日
～
３
月
30
日　

川　
　
　

柳

３
月
18
日
～
３
月
20
日　

山　

野　

草

３
月
23
日
～
３
月
27
日　

�

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

川
北
町
文
化
関
係
展
示
協
力
会

　小学校新１・２

年生を対象に体

験会を行います。

簡単な工作のあ

と、春さがしのミ

ニハイキングを

行います。

　ハイキングの途中は風と遊びましょう。保護

者同伴でお願いいたします。保育所のお子様同

伴でも大丈夫です。

　多数の参加をお待ちしています。参加は当日

受け付けます。

▽日　　時　３月29日（日）
　　　　　　午前９時30分〜正午

▽集合場所　町文化センター１階視聴覚室
▽服　　装　汚れてもよい服装でお願いします。
▽参 加 費　無料
▽備　　考　雨天決行いたします。
▽問合せ先　団委員長　福島日出夫
　　　　　　☎090−2124−7345

　　　　　　（eメール） hideobvs@m2.spacelan.ne.jp

　　　　　　ビーバー隊隊長　藤井拓也

　　　　　　☎090−8261−5132

「風と遊んで、春さがし」
ボーイスカウト川北１団ビーバー隊体験会

ボーイスカウトを
体験しませんか
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～国民年金保険料が変わります～
平成27年４月分から平成28年３月までの国民年金保険料は、月額15,590円です。

○ 国民年金保険料は『前納』がお得です。
　　　　保険料を毎月納付と比較してみると

　　　　　　【毎月納付】　15,590円×12ヶ月 =187,080円
　　　　　　【現金納付で１年分前納の場合】　   183,760円（3,320円割引）

　　　　　　　※�現金払いでの前納は１年分に限らず、ご希望の月から年度末までの前
納ができます。

　　　　　　　　�　〔例：上半期分、下半期分、△月分から年度末分など前納ができます。〕
　　　　　　　　�　１年分前納又は、上半期前納される方は、４月に郵送されてくる納

付書で４月30日までに金融機関などで納めてください。

○　月々の口座振替にも『早割制度』があります。
　　　　�通常の口座振替（当月保険料を翌月末引落し）は15,590円ですが、早割（当月保

険料を当月末引落し）にすると、毎月50円が割引となり15,540円となります。

問合せ先　小松年金事務所　☎0761-24-1791
　　　　　または、住民課　☎277-1111　有線　2071

インフルエンザ予防接種
費用申請期限のお知らせ
　川北町では、インフルエンザの予防接種費用の助成
を行っております。
　インフルエンザ予防接種を受けた方で、まだ申請手
続きを行っていない方は、期限までに提出ください。
　申請書は福祉課窓口、または町ホームページからダ
ウンロードできます。

【期　　限】　平成27年３月31日まで

【対　　象】　�川北町に住所を有する方で、接種日に
１歳以上の方 のインフルエンザ予防接
種に係る費用が助成の対象となります。

【申請窓口及び問合せ先】　
福祉課（川北町保健センター内）　有線　2300

家屋の取り壊し
について

　昨年平成26年中に取り壊した

家屋はありませんか？

　役場税務課へ「家屋滅失申請」

を行わず、そのまま放置しておき

ますと、平成27年度固定資産課

税対象に含まれてしまう場合が

ございますので必ず役場税務課

までご連絡ください。現地を調

査させていただき、取り壊しを確

認させていただきます。

問合せ先　税務課
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はがき、ＦＡＸまたは電子メールに、①クイズの答え　②住所、氏名、年齢、電話番号
をお書きの上、広報誌記事の感想もありましたら、下記までお送りください。
■あて先　〒923－1295　川北町字壱ツ屋174　川北町役場総務課
　　　    e-mailアドレス　kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp
   　 　　  F A X　       076（277）1748

【応募方法】

■締切り  3月20日（金）
たくさんの方のご応募をお待ちしています。

　次の問題の答えを枠の中に入れて、Ａ～Ｅの文字を順番に並べてください。
正解者の中から抽選で図書カードをプレゼントします。

【ヨコのカギ】
①水を流すためにほそ長く掘ったものを
なんといいますか？
③「弱気」⇔「○○○」
⑥へやのゴミをきれいにする機械といえ
ばなんですか？
⑧準備をととのえて機会がくるのをまつ
ことをなんといいますか？
⑩「国民体育大会」のことを一般になんと
いいますか？
⑪お金を払ってお風呂に入る公衆浴場を
なんといいますか？
⑬単位です一⇒十⇒百⇒千⇒「○○」
⑭「幸○○」、「恋愛○○」、「くじ○○」
⑮赤ちゃんが生まれて最初にあげる泣き
声をなんといいますか？
⑰ダジャレなどを使った答えをする言葉
遊びのクイズといえばなんですか？
⑳田んぼに苗を植えることをなんといい
ますか？
㉒きねでペッタンペッタンつくものといえ
ばなんですか？
㉓鳥が空を飛ぶときにはばたかせるもの
はなんですか？
㉔スキーをする時に手に持つものといえ
ばなんですか？

【タテのカギ】
①30才のことを他になんといいますか？
「三十路」
②長い鼻が特徴の動物はなんですか？
③十五夜といえば何が丸くなりますか？
④家に帰ることをなんといいますか？
⑤鉄道の駅で働く人をなんといいます
か？
⑦言葉などの意味を調べる時に使います。
⑨日本料理店で料理を作る人をなんとい
いますか？
⑩後ろの部分をいいます「○○○座席」
⑪「先祖」この漢字はなんと読みますか？
⑫川北町で一番東部にある地区はどこで
すか？
⑭土用のうしの日に食べるものといえば
なんですか？
⑯赤飯にかけてよく食べます。「○○し
お」
⑱「菜種」この漢字はなんと読みますか？
⑲災害などに備えて食料などをたくわえ
ることをいいます。
㉑じしゃくの「Ｎ極」の反対です「○○極」
㉒牛や鳥などの内臓をいいます。「○○な
べ」 ※先月号の答えは「アメジスト」でした。

●寺井警察署☎0761-57-0110　●壱ツ屋駐在所☎277-1744 有線4185　●木呂場駐在所☎277-0061 有線5821

寺井警察署管内の犯罪発生状況（平成26年）
犯 罪 種 別
凶 悪 犯
暴行などの粗暴犯
窃 盗 犯
詐欺などの知能犯
風 俗 犯
器物損壊などの犯罪
合 計

寺井警察署管内
0件
4件

200件
17件
0件
18件
239件

前年比
－1件
－7件
＋49件
＋15件
0件

＋10件
＋64件

川北町
0件
0件
52件
3件
0件
4件
59件

前年比
±0件
－3件
＋28件
＋3件
±0件
＋3件
＋31件

　川北町においては窃盗犯が全体の88％と多く占めており、その中でも万引きの件数が多い傾向にあります。
　また振り込め詐欺被害が寺井警察署管内で６件発生しております。「私は騙されない」と思わず注意してください。

　卒業・終業や入学・進級などをむかえるこの時期、はじめて携帯電話を手にする子ども達
が増えます。携帯電話は様々な用途として使えるとても便利なものですが、犯罪に巻き込まれ
る可能性があることを多くの子ども達は知りません。多感な子ども達が被害に合わないため
にも購入の際は、保護者の方が『フィルタリング』を必ず設定してください。

フィルタリングの徹底を！
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「悲嘆の門　上・下」� 宮部　みゆき

川北町立図書館（川北町ふれあい健康センター２階）
☎２７７ー８７００　 ２７７ー８７０１
開館時間	 午前 10 時〜午後６時
閉 館 日	 毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌水曜日）
	 年末年始

図書館
だより 今月の新刊

町ホームページにも新刊・新着案内が掲載されています。

法律相談
▽日　時　３月 10日 ( 火 )
　　　　　午後１時 30分〜
▽場　所　役場２階応接室
▽相談者　長谷川法律事務所
▽その他　ご希望の方は前日までに
　　　　　総務課にご予約下さい。

人権相談
▽日　時　３月 16日 ( 月 )
　　　　　午後１時〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　人権擁護委員

行政相談
▽日　時　３月 18日 ( 水 )
　　　　　午前９時〜
▽場　所　サンアリーナ川北
▽相談者　行政相談委員

健康相談
▽日　時　３月２日〜 30日までの
　　　　　毎週月曜日
　　　　　午後１時 30分〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町保健師

心配ごと相談
▽日　時　３月３日〜 31日までの
　　　　　毎週火曜日
　　　　　午前９時 30分〜
▽場　所　町保健センター
▽相談者　町民生児童委員

● 今月の相談日 ●

　世間で横行する「連続切断魔事件」をきっかけにネット
社会の警備会社「サイバーパトロール」でバイトをする大
学生の孝太郎。一方で廃ビルの上の不気味に動く銅像、「怪
物」なる不可思議な存在…。謎に迫ったその時、ついに異
形の存在が姿を現し、孝太郎を闇に誘っていく。ファンタ
ジー要素が色濃く混在する展開でありながら、闇に魅入ら
れた者の恐れや後悔、嘆き悲しみ絶望していく姿は、厳し
くも切ない「人間の業」について考えさせます。

・透明カメレオン� ／道尾　秀介
・桑港特急� ／山本　一力
・精鋭� ／今野　　敏
・死と砂時計� ／鳥飼　否宇
・乙霧村の七人� ／伊岡　　瞬

・世界で最初の音　Sigh　of　God
� ／白川　　道
・いのちの姿� ／宮本　　輝
・銀の街から� ／沢木耕太郎
・ロストデイズ� ／大崎　善生
� ほか多数

「文芸の窓」へのお問合せは、俳句協会　　　東　孝洋さん（壱ツ屋㊒4173）　川柳かわらなでしこ会　広瀬茂子さん（上田子島㊒5327）
　　　　　　　　　　　　　　野の海短歌会　田西妙子さん（三反田㊒3201）まで
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3
月

おくやみ
才

才

才

才

才

才

97

95

93

82

93

89

橘

橘

草深

草深

三反田

下先出

中田三十二

橋塲久米子

早坂力三郎

林　　二雄

小島留利子

中村　春雄

（年　齢） （住　所）（氏　名）

うぶごえ

進藤　大稀

別宗　千紗

元谷　桃真

田中　歩実

深田　優莉

住駒　奏心

上登　千歳

（氏　名）

一　規・千　春

麻　人・綾　乃

貴　行・美　沙

雄一朗・可奈子

俊　玖・夏　未

圭　祐・千　尋

正　広・依　子

（保護者）

下土室

ひばりタウン

サンハイム川北

グリーンタウン

サンハイム三反田

橘

下先出

（住　所）
だいき

ち　さ

とうま

あゆみ

かなこ

（１月分）

日 曜日
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11
12
13
14
15
16

17

18

19
20
21
22
23

24

25
26
27
28
29
30
31

日
月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月

火

水

木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日
月
火

ま ち の 行 事 保 健 行 事

保…保健センター　百…百寿会館　　　　　役…川北町役場　武…武道館
総…総合体育館　　サ…サンアリーナ川北　西…西部学供　　東…東部学供
文…川北町文化センター　図…川北町図書館　児…川北町児童館
コ…川北町コミュニティー＆スポーツ公園　西児…西部地区児童館

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

母子手帳交付・妊婦相談(PM1:30):保

法律相談(PM1:30):役

３歳児健診(PM1:00):保
母親教室(AM10:00):保

４・12か月児健診(PM1:00):保

わくわく子育て教室(PM1:30):保

資源ごみの日

交通安全の日

交通安全の日

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

行政相談(AM9:00):サ

人権相談(PM1:00):サ

川北中学校卒業式(AM9:30)

春分の日
農業委員会(PM1:30):役

３小学校卒業式(AM9:30)

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

健康相談(PM1:30):保

７か月児相談(AM10:00):保

２か月児相談(PM1:30):保

心配ごと相談(AM9:30):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

親子ふれあいサロン(AM10:30):保

どんぐりひろば(AM10:30):保

どんぐりひろば(AM10:30):西児

ごみ集めの変更のお知らせ

種類 日　　付→変更日付 変更地区名

可燃物 ３月21日（土）→３月23日（月）
下土室・ひばりタウン・グリーンタウン・
サンハイム川北・下田子島・木呂場・木呂場新町・
サンハイム橘・なでしこタウン

欅光学級(PM1:30):文

　

ゆうり

ちとせ

２月１日現在

人 口
（前月対比）

男
女

世 帯 数

6,292
 　－３人

3,086人
3,206人
1,876戸

戸籍の窓

まちの
うごき
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このコーナーでは『わが家のアイドル』を募集しています。くわしくは、総務課まで。

妹が一人増えてますます賑やかな我が家です。み
んな毎日元気でありがとう。五人の笑顔に癒され
ます★だいすきっ！

父：雄一朗　母：可奈子（グリーンタウン） ２歳半になり、おしゃべりがすごく上手になった
なっちゃん。なっちゃんのお話で家族みんなが明
るくなります。お料理やお掃除のお手伝いいつも
ありがとう。これからも明るく元気に育ってね★

父：和史　母：恵（橘新）

平成24年７月31日生

なつほ

入口　夏帆ちゃん
いちぐち田中　航太くん

たなか こうた

平成22年７月６日生
田中　大翔くん
たなか だいと

平成20年５月７日生
田中　颯介くん
たなか そうすけ

平成22年７月６日生

田中　歩実ちゃん
たなか あゆみ

平成27年１月８日生
田中　夏希ちゃん
たなか なつき

平成24年７月11日生

わが家のアイドル 3月

　１月20日に町百寿会館で開催された高齢者交通

安全教室には、老人クラブ連合会の方や女性協議会

の方など約20名が参加しました。

　当日は、寸劇やゲームなどを通して、楽しく学び

ました。教室の最後には、町女性協議会が作成した

交通安全マスコットが参加者に贈られました。

　この教室は石川県県民生活課と石川県警本部が

共同で実施しており、地区からも申請できます。詳

しくは役場総務課まで連絡お願いします。

交通安全教室を開催

　３月はいよいよ北陸新幹線金沢開業です。ひょっとし

て一番列車の乗車券を購入した人がいるのではないです

か？もうすぐ春休みにもなります。旅行の計画を立てて

いる人も多いでしょうね。

　先日行われた一般の試乗会も人気で、なんと77倍でし

たね。私も早く乗ってみたいなと思っている一人です。

　快適な旅を家族と一緒に早く味わいたいですね。

� （ｋ！ｋ）

ちょっと一息

広報かわきた３月号　NO.549

発 行 日
編集・発行

ホームページ

平成27年３月１日
川北町役場総務課
TEL（076）277-1111 ㈹
FAX（076）277-1748
http://www.town.kawakita.lg.jp

e-mail  kouhou-kawakita@town.kawakita.lg.jp


